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オリンピック・オーダー受章者一覧  
 

  受章
年度 

氏名 種別 受章時の主な役職 他 

1 1975 ○東   龍太郎 銀章 IOC名誉委員 

2 1977 ○田 畑 政 治 銀章 JOC名誉委員長 

3 1978 ○鈴 木 良 徳 銅章 JOC常任委員 

4 1979 ○織 田 幹 雄 銀章 1928年アムステルダムオリンピック・陸上競技（三段跳び）金メダリスト 

5 1980 ○鶴 田 義 行 銀章 
1928年アムステルダムオリンピック・水泳／競泳（200ｍ平泳ぎ）金メダリスト 

1932年ロサンゼルスオリンピック・水泳／競泳（200ｍ平泳ぎ）金メダリスト 

6 1981 ○兵 藤 秀 子 銀章 1936年ベルリンオリンピック・水泳／競泳（200m平泳ぎ）金メダリスト 

7 1982 ○竹 田 恒 徳 銀章 IOC名誉委員 

8   ○八 田 一 朗 銀章 （財）日本アマチュアレスリング協会会長 

9 1983 ○柴 田 勝 治 銀章 JOC委員長、（社）日本アマチュアボクシング連盟会長 

10   ○南 部 忠 平 銀章 1932年ロサンゼルスオリンピック･陸上競技（三段跳び）金メダリスト 

11 1984 ○伴   素 彦 銀章 （財）全日本スキー連盟会長 

12   ○藤 田   明 銀章 （財）日本水泳連盟会長 

13   ○藤 井 瞬 次 銀章 日本近代五種・バイアスロン連合名誉副会長 

14   ○水 野 健次郎 銀章 （財）水野国際スポーツ交流財団会長 

15   ○浅 野 均 一 銀章 JOC名誉委員 

16 1985  ○青 木 半 治 銀章 （財）日本陸上競技連盟会長 

17   ○大 島 鎌 吉 銀章 
JOC名誉委員 

1932年ロサンゼルスオリンピック・陸上競技（三段跳び）銅メダリスト 

18 1989 ○清 川 正 二 銀章 
IOC名誉委員 

1932年ロサンゼルスオリンピック・水泳／競泳（100m背泳ぎ）金メダリスト 

19   ○近 藤   天 銀章 （財）日本体操協会会長 

20   ○西 田 修 平 銀章 
1932年ロサンゼルスオリンピック・陸上競技（棒高跳び）銀メダリスト 

1936年ベルリンオリンピック・陸上競技（棒高跳び）銀メダリスト 

21   ○宮 崎 康 二 銀章 
1932年ロサンゼルスオリンピック・水泳／競泳（100m自由形）金メダリスト 

1932年ロサンゼルスオリンピック・水泳／競泳（800mリレー）金メダリスト 

22 1990 ○田 島 直 人 銀章 1936年ベルリンオリンピック・陸上競技（三段跳び）金メダリスト 

23   ○小 池 禮 三 銀章 
1932年ロサンゼルスオリンピック・水泳／競泳（200m平泳ぎ）銀メダリスト 

1936年ベルリンオリンピック・水泳／競泳（200m平泳ぎ）銅メダリスト 

24   ○佐 藤 朝 生 銀章 JOC評議員、札幌オリンピック冬季大会OC事務総長 

25 1991  堤   義 明 金章 元 JOC会長、（財）全日本スキー連盟会長、（財）日本アイスホッケー連盟会長 

26   ○廣   堅太郎 銀章 JOC評議員、第 96次 IOC総会（東京）事務総長 

27   ○荻 村 伊智朗 銀章 ITTF会長 

28 1993 ○安 齋   實 銀章 JOC評議員、（社）日本ライフル射撃協会会長 

29   ○宮 川   毅 銀章 IOC報道委員、元 JOC理事 



公益財団法人日本オリンピック委員会 発表資料より 

 

  受章
年度 

氏名 種別 受章時の主な役職 他 

30 1995 ○古 橋 廣之進 銀章 JOC会長、（財）日本水泳連盟会長、FINA副会長、FISU副会長 

31    笹 原 正 三 銀章 
JOC副会長、（財）日本レスリング協会会長 
1956年メルボルンオリンピック・レスリング（フリースタイル・フェザー級）金メダリスト 

32   ○松 平 康 隆 銀章 JOC副会長、（財）日本バレーボール協会会長、FIVB副会長 

33   ○荒 川 清 美 銀章 JOC名誉委員 

34   ○鬼 鞍 弘 起 銀章 JOC名誉委員 

35 1997 ○八 木 祐四郎 銀章 JOC専務理事、（財）全日本スキー連盟専務理事 

36   ○佐 野 雅 之 銀章 元 JOC理事 

37 1998 ○上 田 宗 良   銀章 JOC理事、（社）日本ホッケー協会会長 

38    黒 田 善 雄 銀章 JOC名誉委員、IOC医事委員／OCA医事委員長 

39   ○斎 藤 英四郎 金章 NAOC（長野オリンピック冬季大会OC）会長、JOC評議員 

40   ○吉 村 午 良 銀章 NAOC（長野オリンピック冬季大会OC）副会長、長野県知事 

41   ○塚 田   佐 銀章 NAOC（長野オリンピック冬季大会OC）副会長、長野市長 

42   ○小 林   實 銀章 NAOC（長野オリンピック冬季大会OC）事務総長 

43   ※吉 田 總一郎 銀章 長野冬季オリンピック招致委員会委員、同常任実行委員会副委員長 

44   ※平 井 俊 一 銀章 （財）日本スケート連盟参与 

45   ※原 田 千鶴子 銀章   

46 1999 ○加 藤 大 豊 銀章 JOC名誉委員 

47 2000 ○小 掛 照 二 銀章 JOC副会長、（財）日本陸上競技連盟副会長 

48   ○南 洞 邦 夫 銀章 JOC評議員、（財）日本カーリング協会会長 

49   ※日 枝   久 銀章 （株）フジテレビジョン社長 

50 2001  岡 本 雄 作 銀章 JOC監事、（財）日本自転車競技連盟副会長 

51    藤 木 宏 清 銀章 JOC評議員、（社）日本カヌー連盟副会長 

52    水 野 正 人 銀章 ミズノ（株）代表取締役社長、IOCスポーツ環境委員会委員 

53   ○鬼 塚 喜八郎 銀章 （株）アシックス取締役会長 

54   ○石 本 恵 一 銀章 （株）デサント代表取締役会長 

55   ※船 木 和 喜 銀章 1998年長野冬季オリンピック・スキー／ジャンプ（ラージヒル） 団体金メダリスト 

56 2002  冨 田 正 一 銀章 
国際アイスホッケー連盟副会長、JOC評議員 

（財）日本アイスホッケー連盟副会長 

57    赤 木 恭 平 銀章 JOC名誉委員、（財）全日本ボウリング協会会長 

58 2012  ※岡 野 俊一郎 銀章 IOC名誉委員、JOC理事 

59    ※猪 谷 千 春 銀章 IOC名誉委員、JOC理事 

60    ○川 廷 榮 一 銀章 ITF名誉副会長、JOC名誉委員 
   注 1 ○は故人   

   注 2 JOC法人格取得（1989年）以降の受章者の内､※は JOC以外が推薦あるいは承認し受章したもの 

2016年10月17日現在 
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	公益財団法人日本オリンピック委員会　広報・企画部　　担当：秋葉・冨吉
	T E L：03-3481-2258　　　F A X：03-3481-2282
	小野 清子（おの きよこ）名誉委員　プロフィール
	1964年東京オリンピックの体操女子団体に出場し、銅メダルを獲得。競技引退後には国際審判員として国際的な活動を行うとともに1986年から2007年まで、参議院議員として女性の地位向上や少子化対策担当として国政に携わり、国家公安委員長や内閣府特命担当大臣も歴任されました。
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	１） 生年月日：　昭和１１年（１９３６年）２月４日　８０歳
	２） 職業：　笹川スポーツ財団　理事長
	３） 経歴： 1958  東京教育大学体育学部卒業
	1958～1964 慶應義塾大学スポーツ研究所
	1965～1972 東京教育大学非常勤講師
	1975～1982 筑波大学体育学群非常勤講師
	1986～1998 参議院議員
	1998～2000 社団法人日本音楽著作権協会理事長
	2001～2007 参議院議員
	2003  国家公安委員長、内閣府特命担当大臣
	2007～2011 独立行政法人日本スポーツ振興センター理事長
	2011～  笹川スポーツ財団理事長
	４） 競技歴（体操／体操競技）：
	■オリンピック競技大会
	1960 第17回大会（ローマ）　女子団体4位
	1964 第18回大会（東京）　女子団体3位
	■世界選手権
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	川淵 三郎（かわぶち さぶろう）名誉委員　プロフィール
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	2008～2012 財団法人日本サッカー協会　名誉会長
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	2013～  公立大学法人首都大学東京　理事長
	2016～  日本バスケットボール協会　エグゼクティブアドバイザー
	４） 競技歴（サッカー）：
	■オリンピック競技大会
	1960 第17回大会（ローマ）大陸予選　敗退
	1964 第18回大会（東京）　5位
	■その他
	1957～1961     早稲田大学サッカー部
	1961～1970     古河電工サッカー部
	５） スポーツ団体歴：
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	1991～1994 選手強化本部委員
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	2001～2005 総務委員会常任委員会　委員
	2005～2007 副会長
	■公益財団法人　日本サッカー協会関係
	1988～1994 理事
	1990  プロリーグ検討委員会　委員長
	プロリーグ設立準備室長
	1994～2002 副会長
	2002～2008 会長
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	1996～1997     2002年W杯開催準備委員会　実行副委員長
	1997～2000     （財）2002FIFAワールドカップ
	日本組織委員会　理事
	2000～2004     （財）2002FIFAワールドカップ
	日本組織委員会　副会長
	2014～　　 （公財）東京オリンピック・パラリンピック
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	2006　　　FIFA功労賞
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